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区 分 支 払 額
百万円

ア. 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 43
百万円

イ. 当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 43

会計監査人の状況

① 会計監査人の名称
有限責任監査法人トーマツ

② 報酬等の額

（注）１. 当社監査等委員会は、会計監査人の前事業年度監査について提出された監査計画と実績の
比較、ならびに当事業年度について提出された監査計画の適否と、これに対応する報酬等の
額の見積りの妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項
の同意を行っております。

２. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法上の監査に対する報酬等の額と金融
商品取引法上の監査に対する報酬等の額を区分しておらず、かつ、実質的にも区分できない
ため、上記ア．の金額にはこれらの合計額を記載しております。

③ 非監査業務の内容
　該当する事項はありません。

④ 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　当社監査等委員会は、会計監査人が職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合、会計
監査人としてふさわしくない非行があったと認められる場合、その他その職務を継続すること
が相当でないと認められる場合には会計監査人を解任し、または再任しない方針です。
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業務の適正を確保するための体制および運用状況の概要

① 当社が業務の適正を確保するための体制として取締役会において決議した事項は次のとおりで
あります。

１. 当社および当社の子会社の取締役、執行役員および使用人の職務の執行が法令および定款に
適合することを確保するための体制

ア. 当社および当社の子会社（以下、「当社グループ」という。）の取締役、執行役員および
使用人が法令・定款および企業倫理の遵守に努めるため、「スバル興業グループ行動規
範」および「コンプライアンス・リスク管理規程」を定め、企業活動の原点として周知徹
底を図るものとする。

イ. 当社の取締役会は、「取締役会規程」および「役員規程」に基づき、取締役および執行役
員の業務執行状況の監督を行うものとする。

ウ. 監査等委員会および当社の子会社の監査役は、当該会社の取締役および執行役員の職務の
執行について監査を行い、問題があると認めた場合は、遅滞なくその取締役会に報告する
ものとする。

エ. 当社は、コンプライアンス・リスク管理委員会を設置し、当社グループ全体のコンプライ
アンス体制の維持・向上を図り、研修会の実施など積極的な啓蒙活動をとおしてコンプラ
イアンスの周知徹底を行うものとする。常勤の監査等委員は、コンプライアンス・リスク
管理委員としてコンプライアンス・リスク管理委員会に出席し、必要に応じ意見を述べる
ものとする。

オ. 法令違反その他コンプライアンスに関する重大な事項を発見した場合の当社グループ全体
の内部通報体制として、当社のコンプライアンス・リスク管理委員会内に通報・相談窓口
を設け、「コンプライアンス・リスク管理規程」に基づき、適切な運用を行うものとする。

２. 当社グループの取締役および執行役員の職務の執行が効率的に行われることを確保するため
の体制

ア. 当社は、迅速な経営判断と業務執行を行う体制として、事業・業務毎の担当制を敷き、取
締役および執行役員は担当部門の管理責任を負うと共に、取締役会で決定された経営計画
の進捗管理を行うものとする。

イ. 取締役会付議事項以外の当社の業務執行に係る重要事項については、「経営会議規程」に
基づき、毎月１回開催される代表取締役および執行役員を構成員とする経営会議において
審議すると共に意思決定、情報伝達の迅速化を図るなど、経営環境の変化に対して的確な
経営判断ができるよう努めるものとする。
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ウ. 当社グループの業務執行に関する権限、手続等詳細については、各社の「職務権限規
程」、「職務分掌規程」および「業務決裁規程」に定めるものとする。

３. 当社の取締役および執行役員の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
当社の取締役および執行役員の職務の執行に係る情報については、「文書管理規程」に基
づき、適切かつ確実に検索が容易な状態で保存・管理し、必要に応じて閲覧可能な状態を
維持するものとする。

４. 当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制
ア. 当社グループの取締役、執行役員および使用人は、「コンプライアンス・リスク管理規

程」に基づき、事業活動に係るリスクの把握とこれに対する適切な対応を図るものとす
る。また、当社の内部監査室は、当社の取締役社長または監査等委員会の指示によりもし
くは任意に、内部統制システムの構築または運用の過程で、当社グループの事業特性に即
した業務別のリスクを洗い出し、それぞれに対し最適なリスク対策を策定するものとす
る。

イ. 特に大きな影響を与えるリスクについては、各社による日常のモニタリングおよび「内部
監査規程」に基づく内部監査によって、適切に管理するものとし、内部監査の結果は内部
監査室が適宜当社の取締役社長および監査等委員会に報告するものとする。

ウ. 緊急事態が発生した場合は、必要に応じ当該会社の取締役社長を本部長とする対策本部を
設置し、顧問弁護士等外部のアドバイザーに協力を仰ぎ迅速な対応を行うものとする。

５. 当社グループおよび当社の親会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
ア. 当社グループにおける業務の適正を確保するため、「スバル興業グループ行動規範」を当

社の子会社に適用するものとする。
イ. 当社グループ全体のコンプライアンス・リスク管理体制として「コンプライアンス・リス

ク管理規程」を当社の子会社に適用するものとする。また、当社の子会社は当社からの指
示あるいは当社との取引等において、法令違反その他コンプライアンス・リスク管理上問
題があると認めた場合は、直ちにコンプライアンス・リスク管理委員会に報告するものと
する。

ウ. 当社グループの業務の適正を確保するため、当社の内部監査室は「内部監査規程」に基づ
き、当社グループの内部統制について監査を行い、適宜当社の取締役社長および監査等委
員会に報告するものとする。また、当社の親会社の内部統制監査に積極的に協力し、当企
業集団の業務の適正を確保することに努めるものとする。

エ. 当社グループは、各社の事業運営および取引の自立性を保つことを基本とするものとする。
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オ. 当社の子会社の取締役および使用人は、当該子会社の業務または業績に影響を与える重要
な事項について、当社取締役および執行役員にその都度、報告するものとする。また、当
社取締役および執行役員はいつでも必要に応じて、これらの者に対して報告を求めること
ができる。

６. 反社会的勢力を排除するための体制
ア. 当社グループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力および団体とは一切

関係を持たない。
イ. 当社グループは、反社会的勢力および団体からの要求を断固拒否し、毅然とした態度で対

応する。
７. 監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役(監査等委員である取締役を除く。)および

執行役員からの独立性を確保する体制
ア. 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、当社の使用人か

ら監査等委員会補助者を任命するものとする。
イ. 監査等委員会補助者の任命、解任、人事異動、賃金等の改定については、監査等委員会の

同意を得たうえで決定することとし、取締役(監査等委員である取締役を除く。)および執
行役員からの独立性を確保する。

ウ. 監査等委員会補助者は、当該職務について他の取締役等より指揮命令を受けず、独立して
職務を執行する。また、取締役(監査等委員である取締役を除く。)および執行役員は、監
査等委員会補助者に対する監査等委員会の指示の実効性を確保するものとする。

エ. 監査等委員会補助者が他部署の使用人を兼務する場合は、監査等委員会に係る業務を優先
して従事するものとする。

８. 監査等委員会への報告に関する体制
ア. 当社グループの取締役(監査等委員である取締役を除く。)、執行役員および使用人がコン

プライアンス違反、内部統制違反その他これに準ずる事実を知った場合は、監査等委員会
にその都度報告するものとする。また、監査等委員会はいつでも必要に応じて、これらの
者に対して報告を求めることができる。

イ. 前号の報告をした者が、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けることはな
いものとする。

９. 監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
ア. 監査等委員は、当社の取締役(監査等委員である取締役を除く。)および執行役員の職務の

執行を監査するため、取締役会の他、重要な会議体へ出席し、必要な書類の閲覧等を行う
ことができる。

イ. 監査等委員は、当社の子会社の取締役および使用人に対して、直接または当社の管理本部
長を通じて、業務執行に関する報告、説明および関係資料の提出を求めることができる。
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（注） 本事業報告中の記載金額および株式数は、注記した事項を除き表示単位未満を切り捨て、
比率については、表示単位未満を四捨五入して表示しております。

ウ. 監査等委員の職務の執行について生ずる費用については、合理的かつ浪費的でない限り、
当社が負担するものとする。

② 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当期における業務の適正を確保するための体制の運用状況は、以下のとおりであります。

ア. 当社および当社の子会社の取締役の職務執行については、社内規程に則り執行されてお
り、コンプライアンスやリスク管理に対応しております。また、独立役員が、取締役会に
て積極的に発言をする機会を設けております。なお、取締役会の資料および議事録は、適
切に保管されております。

イ. コンプライアンス・リスク管理委員会の充実を図り、当社グループ全体のリスクマネジメ
ントについて検討し、リスク管理の強化に取り組んでおります。

ウ. 監査等委員は、取締役会、コンプライアンス・リスク管理委員会等の重要な会議体へ出席
し、また、会計監査人や内部監査室との情報交換を通じて、業務の適正性を確保するため
の体制を確認しております。

エ. 当社の子会社には、当社の取締役、執行役員、管理部門、会計監査人および内部監査室が
定期的に監査を行い、企業集団の業務の適正を確保しております。
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連結株主資本等変動計算書

(2024年 2 月 1 日から)2025年 1 月31日まで

株 主 資 本
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

千円 千円 千円 千円 千円
当 期 首 残 高 1,331,000 1,318,629 31,147,830 △335,885 33,461,574
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,211,620 △1,211,620
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,238,536 3,238,536

自 己 株 式 の 取 得 △1,054 △1,054
自 己 株 式 の 処 分 21,123 8,267 29,391
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － 21,123 2,026,915 7,212 2,055,252
当 期 末 残 高 1,331,000 1,339,752 33,174,745 △328,672 35,516,826

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純 資 産 合 計その他有価証券評価差額金

千円 千円 千円
当 期 首 残 高 3 102,557 33,564,135
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,211,620
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,238,536

自 己 株 式 の 取 得 △1,054
自 己 株 式 の 処 分 29,391
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連 結 会 計 年 度 中 の
変 動 額 （ 純 額 ）

△3 3,671 3,668

当 期 変 動 額 合 計 △3 3,671 2,058,920
当 期 末 残 高 － 106,229 35,623,056
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連　結　注　記　表
(連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等)
１. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数　　12社
主要な連結子会社の名称　　㈱東京ハイウエイ、ハイウエイ開発㈱

(2) 主要な非連結子会社の名称　　㈱名古屋道路サービス、㈱環境清美
(連結の範囲から除いた理由)
非連結子会社４社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う

額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないた
め、連結の範囲から除外しております。

２. 持分法の適用に関する事項
(1) 持分法を適用した非連結子会社の数 持分法を適用した非連結子会社はありません。
(2) 持分法を適用した関連会社の数 持分法を適用した関連会社はありません。
(3) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社のうち主要な会社の名称

㈱名古屋道路サービス、㈱環境清美
(持分法を適用しなかった理由)
持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等に

及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、持分法
の適用から除外しております。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項
従来、連結子会社のうち決算日が３月31日であった、㈱テス東北は同日現在の計算書類を利用し、連結

決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、当連結会計年度より決算日を
１月31日に変更しております。

この決算期変更に伴い、当連結会計年度において、2024年１月１日から2025年１月31日までの13ヵ月
間を連結しております。

なお、決算期変更した㈱テス東北の2024年１月１日から2024年１月31日までの売上高は57,222千
円、営業利益は33,062千円、経常利益は33,029千円、税引前当期純利益は33,029千円であります。

４. 会計方針に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等 時価法
以外のもの　　　　　　（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により　　　

算定しております｡）
市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

②棚卸資産
商品、原材料及び貯蔵品 先入先出法による原価法

（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により
算定しております｡)
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仕掛品　　　　　　　　 個別法による原価法
（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により
算定しております｡)

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く）

道路関連事業関係資産、賃貸ビル資産、マリーナ事業関係資産、その他の建物及び車両並びに2016年
４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物は定額法、その他の資産は定率法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
　建物及び構築物 ２年～50年
　機械装置及び運搬具 ２年～20年

②無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）、契約関連無形

資産については契約期間（12年）に基づいております。
③リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準
①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

③役員賞与引当金
役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法
従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基

づき、当連結会計年度末において発生していると認められる額を計上しております。なお、退職給付債
務の算定は、簡便法によっております。

(5) 重要な収益及び費用の計上基準
道路関連事業及びレジャー事業における当社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務、

当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりです。
①　道路関連事業

イ．道路維持管理業務
顧客である高速道路事業者及び官公庁等との契約に基づき、年間を通じて、道路及び道路附

属設備の維持・補修等の業務を行っております。当該取引においては、顧客からの指示に応じ
て業務を実施することが主な履行義務となっております。
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これらの取引は、指示された業務を実施するにつれて、顧客が便益を享受することから、一
定の期間にわたって履行義務が充足される取引であると判断しております。また、施工日数、
材料及び車両の数量、契約単価等に基づくアウトプットが顧客による支配の移転の忠実な描写
であると判断し、履行義務の充足に係る進捗度は、アウトプット法で収益を認識しております。

なお、取引対価は、業務提供後概ね１年以内に受領しており、重要な金融要素を含んでおり
ません。

ロ．道路土木工事
顧客である高速道路事業者及び官公庁等との契約に基づき、道路及び道路附属設備に関する

土木工事を行っております。当該取引においては、顧客との契約に基づいて土木工事を完了す
ることが主な履行義務となっております。

これらの取引は、工事の進捗により資産が生じる又は資産の価値が増加するにつれて、顧客
が当該資産を支配することとなるため、一定の期間にわたり充足される履行義務と判断してお
ります。また、見積工事原価総額に対する当連結会計年度末までの発生工事原価の割合が顧客
による支配の移転の忠実な描写であると判断し、履行義務の充足に係る進捗度は、インプット
法で収益を認識しております。ただし、工事原価総額を見積るための信頼性のある情報が不足
していること等により、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないもの
の、当該履行義務を充足する際に発生する工事原価を回収することが見込まれる場合には、履
行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができる時まで、原価回収基準により収益を
認識しております。

なお、取引対価は、契約条件に従い、履行義務の充足に係る進捗等に応じて、業務提供後概ね
１年以内に段階的に受領しており、重要な金融要素を含んでおりません。

ハ．道路清掃業務
顧客である官公庁等との契約に基づき、年間を通じて、道路及び道路附属設備の清掃作業等

を行っております。当該取引においては、顧客からの指示に応じて清掃作業等を実施すること
が主な履行義務となっております。

これらの取引は、指示された清掃作業等を実施するにつれて、顧客が便益を享受することか
ら、一定の期間にわたって履行義務が充足される取引であると判断しております。また、作業
内容、日数、契約単価等に基づくアウトプットが顧客による支配の移転の忠実な描写であると
判断し、履行義務の充足に係る進捗度は、アウトプット法で収益を認識しております。

なお、取引対価は、業務提供後概ね１年以内に受領しており、重要な金融要素を含んでおり
ません。

②　レジャー事業
イ．飲食事業

飲食店の運営管理業務及び商品販売業務を行っており、顧客に対する飲食サービスの提供や
商品の引渡しが主な履行義務となっております。

これらの取引は、飲食サービスの提供や商品の引渡しにより、資産に対する支配が顧客に移
転することから、当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、飲食
サービスの提供や商品の引渡しを行った時点としております。また、店舗運営を外部に業務委
託している場合等について、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代
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理人に該当する場合は、顧客から受取る額から業務委託先等に支払う額を控除した純額で収益
を認識しております。

なお、取引対価は、現金で回収するほか、業務提供後概ね１年以内に受領しており、重要な
金融要素を含んでおりません。

ロ．マリーナ事業
マリーナの運営管理業務を行っており、顧客に対してマリーナ関連施設を利用するサービス

の提供が主な履行義務となっております。
これらの取引において、サービスを提供するにつれて、顧客が便益を享受する場合は、一定

の期間にわたって履行義務が充足される取引であると判断し、サービス提供期間にわたって収
益を認識しております。他方、サービスの提供によって、当該サービスに対する支配が顧客に
移転する場合は、当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）をサービ
ス提供時点としております。また、サービス提供を外部に業務委託している場合等について、
顧客へのサービス提供における当社グループの役割が代理人に該当する場合は、顧客から受取
る額から業務委託先等に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。

なお、取引対価は、現金で回収するほか、サービス提供後概ね１年以内に受領しており、重
要な金融要素を含んでおりません。

不動産事業における収益は、主として不動産賃貸収入であり、「リース取引に関する会計基準」（企業
会計基準第13号　2007年３月30日　企業会計基準委員会）に従い、賃貸借契約期間にわたって収益を
認識しております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。
(7) のれんの償却方法及び償却期間

のれんについては、７年から10年の期間で均等償却しております。ただし、金額に重要性が乏しい場
合には、発生年度の費用として処理しております。

(8) その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続

複数の企業が一つの建設工事等を受注・施工することを目的に組成する共同企業体（ジョイントベン
チャー）については、共同企業体に対する出資比率に応じて自社の会計に取り込む方法により完成工事
高及び完成工事原価を計上しております。
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顧客との契約から生じた債権 3,508,501千円
契約資産 4,108,448千円

２. 有形固定資産の減価償却累計額 7,658,298千円

建物及び構築物 153,571千円
機械装置及び運搬具 9,411千円

契約負債 165,899千円

(会計上の見積りに関する注記)
（道路土木工事において一定の期間にわたり充足される履行義務について認識した完成工事高の見積り）
１. 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

道路土木工事において一定の期間にわたり充足される
履行義務について認識した完成工事高　　　1,601,540千円

２. 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
(1) 算出方法

道路土木工事における履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができる取引は、「連結計算
書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等４．会計方針に関する事項（5）重要な収益及
び費用の計上基準」に記載のとおり、進捗度を工事収益総額に乗じて完成工事高を算定し、収益を認識し
ております。なお、進捗度は、インプット法に基づき見積工事原価総額に対する当連結会計年度末までの
発生工事原価の割合で算定しております。

また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないものの、当該履行義務を充足する
際に発生する工事原価を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準により収益を認識しておりま
す。

(2) 主要な仮定
工事収益総額は、当事者間で合意された工事契約等に基づいております。工事原価総額は、工事案件ご

との実行予算に基づいて見積っております。当該実行予算は、期末日時点で入手可能な過去の工事実績や
直近の市場環境等の情報に基づき、工事の施工工程及び施工日数、使用材料の価格及び数量、労務単価等
の諸条件を設定し、工事案件ごとに計算しております。また、工事着手後も継続的に実行予算と実際発生
原価の比較を行い、適時に実行予算の見直しを行っております。

(3) 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
主要な仮定については一定の不確実性が伴っており、使用材料の価格及び労務単価の変動、工事の設計

及び仕様変更、契約金額及び期間の変更、その他自然災害をはじめとする予期せぬ事象の発生等、工事進
捗中における様々な要因により、見積工事原価総額が見直されることで進捗度が変動し、結果として翌連
結会計年度に計上される完成工事高に影響を及ぼす可能性があります。

(連結貸借対照表に関する注記)
１. 受取手形、売掛金及び契約資産のうち、顧客との契約から生じた債権及び契約資産の金額

３. 取得価額から控除されている保険金等の圧縮記帳額

４. その他流動負債のうち、契約負債の金額
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普通株式 13,310,000株

決 議 株式の種類 配 当 金 の
総額 (千円)

１株当たり
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2024年４月25日
定時株主総会 普通株式 695,803 270円00銭 2024年１月31日 2024年 4 月26日

2024年９月9日
取締役会 普通株式 515,817 40円00銭 2024年７月31日 2024年10月15日

①配当金の総額 515,814千円
②配当の原資 利益剰余金
③１株当たり配当額 40円00銭
④基準日 2025年１月31日
⑤効力発生日 2025年４月28日

(連結株主資本等変動計算書に関する注記)
１. 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

２. 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

（注）当社は、2024年２月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。2024年
４月25日定時株主総会の決議による１株当たり配当額については、当該株式分割前の配当金の額を記
載しております。

３. 当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項
2025年４月25日開催の定時株主総会において次のとおり付議する予定であります。

普通株式の配当に関する事項

(金融商品に関する注記)
１. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針
当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産による運用に限定しております。短期的な

運転資金は、銀行借入により調達する方針であります。デリバティブ取引は、余剰資金の運用目的のため
に利用し、投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関して

は、当社の債権管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用
状況等を定期的に把握しております。

投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、発行体（取引先企業）の財務状況の悪
化により、実質価額の低下リスクに晒されております。当該リスクに関しては、定期的に発行体（取引先
企業）の財務状況を把握し、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

差入保証金は、主に賃貸借契約に係るものであり、差し入れ先の信用リスクに晒されております。当該
リスクについては、差し入れ先の信用状況を定期的に把握することを通じて、リスクの軽減を図っており
ます。

営業債務である支払手形及び買掛金、未払法人税等は、そのほとんどが３ヵ月以内の支払期日であります。
営業債務は、流動性リスクに晒されておりますが、月次単位で資金繰り計画を作成するなどの方法によ
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連結貸借対照表計上額
(千円)

時　　価
(千円)

差　　額
(千円)

差入保証金 678,134 672,610 △5,523
資　　産　　計 678,134 672,610 △5,523

区分 時価(千円)
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

差入保証金 － 672,610 － 672,610
資　　産　　計 － 672,610 － 672,610

り管理しております。
２. 金融商品の時価等に関する事項

2025年１月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。

なお、現金については注記を省略しており、預金、受取手形、売掛金及び契約資産、支払手形及び買掛金
及び未払法人税等は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略し
ております。

また、投資有価証券（連結貸借対照表計上額262,455千円）については、全て非上場株式であり、市場
価格のない株式等に該当するため、下表には含めておりません。

３. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに

分類しております。
レベル１の時価：

観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の
対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：

観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るイ
ンプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：

観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットが

それぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しており
ます。

(1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
該当事項はありません。

(2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
差入保証金

差入保証金の時価は、当該賃貸借見込期間に見合った国債の利率を基に割引現在価値法により算定して
おり、レベル２の時価に分類しております。
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連結貸借対照表計上額(千円）
当連結会計年度末の時価(千円)

当連結会計年度期首残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高
9,965,753 1,748,835 11,714,588 14,740,818

賃貸収益(千円) 賃貸費用(千円) 差　　額(千円) その他損益(千円)
941,095 293,008 648,086 362

(賃貸等不動産に関する注記)
１. 賃貸等不動産の状況に関する事項

当社及び一部の連結子会社では、東京都その他の地域において、賃貸住宅、賃貸オフィスビル（土地を含
む｡）や賃貸商業施設等を有しております。

２. 賃貸等不動産の時価に関する事項
これら賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

（注）1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
2. 当連結会計年度増減額のうち、主な増加額は、千葉県千葉市所在事業用地購入（1,376,571千円）、東

京都昭島市所在事業用地購入（341,607千円）、静岡県御殿場市所在事業用地及び建物購入（100,514
千円）であり、主な減少額は、減価償却費（77,936千円）であります。

3. 当連結会計年度末の時価のうち、主要な物件については社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書に
基づく金額であります。
また、賃貸等不動産に関する2025年１月期における損益は、次のとおりであります。

（注） 賃貸収益及び賃貸費用は、賃貸料収入とこれに対応する費用（諸税公課、減価償却費等）であります。
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道路関連事業 レジャー事業 不動産事業 合計
主要なサービス

道路維持管理業務 9,425,335 － － 9,425,335
道路土木工事 1,601,540 － － 1,601,540
道路清掃業務 11,457,155 － － 11,457,155
飲食事業 － 746,261 － 746,261
マリーナ事業 － 491,291 － 491,291
その他 5,572,359 － 38,996 5,611,355

顧客との契約から生じる収益 28,056,390 1,237,553 38,996 29,332,940
その他の収益（注） － － 941,095 941,095
外部顧客への売上高 28,056,390 1,237,553 980,091 30,274,035

当連結会計年度
期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 3,089,775千円 3,508,501千円
契約資産 3,870,999千円 4,108,448千円
契約負債 281,159千円 165,899千円

(収益認識に関する注記)
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

（注）「その他の収益」は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 2007年３月30日 企業会
計基準委員会）に基づく不動産賃貸収益等であります。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結計算書類の作成のための基本と

なる重要な事項に関する注記等４．会計方針に関する事項（5）重要な収益及び費用の計上基準」に記載し
た内容と同一であります。

３．当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約資産及び契約負債の残高等

契約資産は、工事請負契約について履行義務の充足に伴って認識された収益のうち未請求の対価に対す
る当社グループの権利に関するものであります。契約資産は、契約条件により対価に対する当社グループ
の権利が無条件になった時点で、顧客との契約から生じた債権に振替えられます。

契約負債は、一定の期間にわたり充足される履行義務により収益を認識する工事請負契約において、契
約条件によって受取った前受金に関するものであります。契約負債は、収益の認識に伴い取崩されます。
なお、上記表の契約負債の残高は、流動負債のその他に含まれております。

当連結会計年度に認識した収益の額のうち、期首現在の契約負債残高に含まれていた額は281,159千円
であります。また、当連結会計年度において、契約資産が237,448千円増加した主な理由は、履行義務の
充足に伴って認識された収益による増加及び契約条件に従った取引の対価の受領による減少であり、これ
によりそれぞれ、26,166,607千円増加し、25,929,158千円減少しております。また、当連結会計年度に
おいて、契約負債が115,260千円減少した主な理由は、履行義務の充足に伴って認識された収益による減
少及び契約条件によって受取った前受金による増加であり、これによりそれぞれ、1,787,230千円減少
し、1,671,969千円増加しております。
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１. １株当たり純資産額 2,754円23銭
２. １株当たり当期純利益 251円23銭

（注）本連結計算書類中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております｡

（2）残存履行義務に配分した取引価格
道路関連事業の道路土木工事における残存履行義務に配分した取引価格の総額は602,206千円であり、

工事の進捗に応じて、概ね１年以内に収益を認識すると見込んでおります。なお、残存履行義務に配分し
た取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用しており、当初に予想される契約期間が１年以内の契約
について注記の対象に含めておりません。

また、道路土木工事以外の業務については、履行義務の充足から生じる収益を収益認識に関する会計基
準の適用指針第19項に従って認識しているか、当初に予想される契約期間が１年以内の契約であるため、
実務上の便法を適用し、当該注記の対象に含めておりません。

(１株当たり情報に関する注記)

(重要な後発事象に関する注記)
該当事項はありません。

(企業結合等関係)
企業結合に係る暫定的な会計処理の確定

2023年12月31日に行われた㈱テス東北との企業結合について、前連結会計年度において暫定的な会計処理を
行っておりましたが、当連結会計年度に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、取得原価の当初配分額の見直しが反映されております。
この結果、暫定的に算定されたのれんの金額136,484千円は、会計処理の確定により28,996千円減少し、

107,488千円となっております。また、顧客関連資産（その他の無形固定資産）44,000千円、固定負債の繰延
税金負債15,004千円を新たに認識し、顧客関連資産は７年にわたって均等償却しております。なお、のれんの償
却年数７年に変更はありません。
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貸 借 対 照 表

科 目 金 額 科 目 金 額
(資　産　の　部) 千円 (負　債　の　部) 千円

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
契 約 資 産
商 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
前 払 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
船 舶
車 両 運 搬 具
工具、器具及び備品
土 地
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
契 約 関 連 無 形 資 産
借 地 権
ソ フ ト ウ エ ア
電 話 加 入 権

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
差 入 保 証 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

10,577,061
5,286,595
12,479

1,594,226
3,425,583
23,717
133,743
54,517
50,128
△3,929

20,323,222
16,595,907
1,860,798
79,105
818,566
36,928
228,468
92,071

13,464,682
15,286

312,940
101,247
194,037
12,868
4,787

3,414,374
210,600
2,254,469
11,592
75,341
444,417
418,236
△283　

流 動 負 債 2,351,245
買 掛 金 1,077,247
未 払 金 248,790
未 払 費 用 135,436
未 払 法 人 税 等 678,471
契 約 負 債 34,034
前 受 金 92,143
預 り 金 23,120
賞 与 引 当 金 62,000

固 定 負 債 989,185
長 期 未 払 金 16,781
長 期 預 り 保 証 金 476,584
退 職 給 付 引 当 金 139,639
資 産 除 去 債 務 356,180

負 債 合 計 3,340,431
(純 資 産 の 部)

株 主 資 本 27,559,852
資 本 金 1,331,000
資 本 剰 余 金 1,122,970
資 本 準 備 金 1,057,028
そ の 他 資 本 剰 余 金 65,941

利 益 剰 余 金 25,434,554
利 益 準 備 金 332,750
そ の 他 利 益 剰 余 金 25,101,804
固定資産圧縮積立金 63,026
別 途 積 立 金 4,415,500
繰 越 利 益 剰 余 金 20,623,277

自 己 株 式 △328,672

純 資 産 合 計 27,559,852
資 産 合 計 30,900,283 負 債 純 資 産 合 計 30,900,283

(2025年１月31日現在)

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

(2024年 2 月 1 日から)2025年 1 月31日まで

科 目 金 額
千円 千円

売 上 高 18,144,675
売 上 原 価 13,131,125

売 上 総 利 益 5,013,550
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,463,160

営 業 利 益 3,550,390
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 422,627
受 取 保 険 金 24,714
そ の 他 25,170 472,513

営 業 外 費 用 1,765
経 常 利 益 4,021,138

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 27,292
保 険 解 約 返 戻 金 2,029
受 取 保 険 金 20,431 49,754

特 別 損 失
固 定 資 産 圧 縮 損 9,411 9,411
税 引 前 当 期 純 利 益 4,061,481
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,172,000
法 人 税 等 調 整 額 14,900 1,186,900
当 期 純 利 益 2,874,581

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

(2024年 2 月 1 日から)2025年 1 月31日まで

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

資本
準備金

その他
資本

剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金
利益剰余金
合　　　計固 定 資 産

圧縮積立金
別途

積立金
繰越利益
剰 余 金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
当 期 首 残 高 1,331,000 1,057,028 44,818 1,101,846 332,750 64,337 4,415,500 18,959,006 23,771,593
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,211,620 △1,211,620
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 取 崩 △1,310 1,310 －
当 期 純 利 益 2,874,581 2,874,581
自 己 株 式 の 取 得
自 己 株 式 の 処 分 21,123 21,123
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事 業 年 度 中 の
変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － － 21,123 21,123 － △1,310 － 1,664,270 1,662,960
当 期 末 残 高 1,331,000 1,057,028 65,941 1,122,970 332,750 63,026 4,415,500 20,623,277 25,434,554

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計

自 己 株 式 株 主 資 本 合 計 その他有価証券評価差額金
千円 千円 千円 千円

当 期 首 残 高 △335,885 25,868,555 3 25,868,559
当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,211,620 △1,211,620
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 取 崩 － －
当 期 純 利 益 2,874,581 2,874,581
自 己 株 式 の 取 得 △1,054 △1,054 △1,054
自 己 株 式 の 処 分 8,267 29,391 29,391
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事 業 年 度 中 の
変 動 額 （ 純 額 ）

△3 △3

当 期 変 動 額 合 計 7,212 1,691,296 △3 1,691,292
当 期 末 残 高 △328,672 27,559,852 － 27,559,852
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個　別　注　記　表
(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
１. 資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券

子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない株式等 時価法
以外のもの　　　　　　　　　(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定しております｡)
市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

(2) 棚卸資産
商品、原材料及び貯蔵品 先入先出法による原価法

(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法
により算定しております。)

２. 固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

道路関連事業関係資産、賃貸ビル資産、マリーナ事業関係資産、その他の建物及び車両並びに2016年
４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物は定額法、その他の資産は定率法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
　建物及び構築物 ２年～50年
　機械装置及び運搬具 ２年～20年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）、契約関連無形資
産については契約期間（12年）に基づいております。

(3) リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

３. 引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

(3) 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、

当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。なお、退職給付債務の算定は、
簡便法によっております。
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４. 重要な収益及び費用の計上基準
道路関連事業及びレジャー事業における当社の顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務、当
該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、以下のとおりです。

①　道路関連事業
イ．道路維持管理業務

顧客である高速道路事業者及び官公庁等との契約に基づき、年間を通じて、道路及び道路附属
設備の維持・補修等の業務を行っております。当該取引においては、顧客からの指示に応じて業
務を実施することが主な履行義務となっております。
これらの取引は、指示された業務を実施するにつれて、顧客が便益を享受することから、一定
の期間にわたって履行義務が充足される取引であると判断しております。また、施工日数、材料
及び車両の数量、契約単価等に基づくアウトプットが顧客による支配の移転の忠実な描写である
と判断し、履行義務の充足に係る進捗度は、アウトプット法で収益を認識しております。
なお、取引対価は、業務提供後概ね１年以内に受領しており、重要な金融要素を含んでおりま
せん。

ロ．道路土木工事
顧客である高速道路事業者及び官公庁等との契約に基づき、道路及び道路附属設備に関する土
木工事を行っております。当該取引においては、顧客との契約に基づいて土木工事を完了するこ
とが主な履行義務となっております。
これらの取引は、工事の進捗により資産が生じる又は資産の価値が増加するにつれて、顧客が
当該資産を支配することとなるため、一定の期間にわたり充足される履行義務と判断しておりま
す。また、見積工事原価総額に対する当事業年度末までの発生工事原価の割合が顧客による支配
の移転の忠実な描写であると判断し、履行義務の充足に係る進捗度は、インプット法で収益を認
識しております。ただし、工事原価総額を見積るための信頼性のある情報が不足していること等
により、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないものの、当該履行義務を
充足する際に発生する工事原価を回収することが見込まれる場合には、履行義務の充足に係る進
捗度を合理的に見積ることができる時まで、原価回収基準により収益を認識しております。
なお、取引対価は、契約条件に従い、履行義務の充足に係る進捗等に応じて、業務提供後概ね

１年以内に段階的に受領しており、重要な金融要素を含んでおりません。
ハ．道路清掃業務

顧客である官公庁等との契約に基づき、年間を通じて、道路及び道路附属設備の清掃作業等を
行っております。当該取引においては、顧客からの指示に応じて清掃作業等を実施することが主
な履行義務となっております。
これらの取引は、指示された清掃作業等を実施するにつれて、顧客が便益を享受することか
ら、一定の期間にわたって履行義務が充足される取引であると判断しております。また、作業内
容、日数、契約単価等に基づくアウトプットが顧客による支配の移転の忠実な描写であると判断
し、履行義務の充足に係る進捗度は、アウトプット法で収益を認識しております。
なお、取引対価は、業務提供後概ね１年以内に受領しており、重要な金融要素を含んでおりま

せん。
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②　レジャー事業
イ．飲食事業

飲食店の運営管理業務及び商品販売業務を行っており、顧客に対する飲食サービスの提供や商
品の引渡しが主な履行義務となっております。
これらの取引は、飲食サービスの提供や商品の引渡しにより、資産に対する支配が顧客に移転
することから、当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は、飲食サー
ビスの提供や商品の引渡しを行った時点としております。また、店舗運営を外部に業務委託して
いる場合等について、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該
当する場合は、顧客から受取る額から業務委託先等に支払う額を控除した純額で収益を認識して
おります。
なお、取引対価は、現金で回収するほか、業務提供後概ね１年以内に受領しており、重要な金

融要素を含んでおりません。
ロ．マリーナ事業

マリーナの運営管理業務を行っており、顧客に対してマリーナ関連施設を利用するサービスの
提供が主な履行義務となっております。
これらの取引において、サービスを提供するにつれて、顧客が便益を享受する場合は、一定の

期間にわたって履行義務が充足される取引であると判断し、サービス提供期間にわたって収益を
認識しております。他方、サービスの提供によって、当該サービスに対する支配が顧客に移転す
る場合は、当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）をサービス提供時
点としております。また、サービス提供を外部に業務委託している場合等について、顧客へのサ
ービス提供における当社グループの役割が代理人に該当する場合は、顧客から受取る額から業務
委託先等に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。
なお、取引対価は、現金で回収するほか、サービス提供後概ね１年以内に受領しており、重要
な金融要素を含んでおりません。

不動産事業における収益は、主として不動産賃貸収入であり、「リース取引に関する会計基準」
（企業会計基準第13号　2007年３月30日　企業会計基準委員会）に従い、賃貸借契約期間にわたっ
て収益を認識しております。

５. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続
複数の企業が一つの建設工事等を受注・施工することを目的に組成する共同企業体（ジョイントベンチャ
ー）については、共同企業体に対する出資比率に応じて自社の会計に取り込む方法により完成工事高及び完
成工事原価を計上しております。
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１. 有形固定資産の減価償却累計額 6,049,164千円

短期金銭債権 157,404千円 長期金銭債権 138,487千円
短期金銭債務 191,114千円 長期金銭債務 14,608千円

短期金銭債務 41,650千円
長期金銭債務 16,781千円

構築物 153,571千円
機械及び装置 9,411千円

営 業 取 引 に よ る 取 引 高 売上高 1,003,673千円 仕入高 1,525,765千円
営業取引以外の取引による取引高 416,720千円

(会計上の見積りに関する注記)
（道路土木工事において一定の期間にわたり充足される履行義務について認識した完成工事高の見積り）
１. 当事業年度の計算書類に計上した金額

道路土木工事において一定の期間にわたり充足される
履行義務について認識した完成工事高　　　1,193,832千円

２. 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
１．の金額の算出方法等は、連結注記表の「会計上の見積りに関する注記（道路土木工事において一定の
期間にわたり充足される履行義務について認識した完成工事高の見積り）」に記載した内容と同一であります。

(貸借対照表に関する注記)

２. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

３. 取締役（監査等委員を含む）に対する金銭債権及び金銭債務

４. 取得価額から控除されている保険金等の圧縮記帳額

(損益計算書に関する注記)
１.関係会社との取引高

(株主資本等変動計算書に関する注記)
当事業年度の末日における自己株式の種類及び総数　　普通株式　414,648株
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繰延税金資産
減損損失 183,358千円
関係会社株式 125,502千円
退職給付引当金 42,729千円
資産除去債務 108,991千円
貸倒引当金 1,289千円
会員権評価損 17,486千円
役員退職未払金 5,135千円
その他 125,656千円
繰延税金資産小計 610,149千円
評価性引当額 △436,957千円
繰延税金資産合計 173,192千円

繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 △27,789千円
その他 △70,060千円
繰延税金負債合計 △97,850千円
繰延税金資産の純額 75,341千円

１. １株当たり純資産額 2,137円19銭
２. １株当たり当期純利益 223円00銭

（注）本計算書類中の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております｡

(税効果会計に関する注記)
　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

(収益認識に関する注記)
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結計算書類「連結注記表（収益認識に関
する注記）」に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。

(１株当たり情報に関する注記)

(重要な後発事象に関する注記)
該当事項はありません。

(連結配当規制適用会社に関する注記)
当社は、連結配当規制適用会社であります。
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独立監査人の監査報告書
2025年３月12日

ス バ ル 興 業 株 式 会 社
　取　締　役　会　　御　中

有限責任監査法人トーマツ
　　　東　京　事　務　所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 桐 光 康

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 川 口 泰 広

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、スバル興業株式会社の2024年２月１日から
2025年１月31日までの第111期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているもの
と認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法
人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他
の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと
判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開
示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における
取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ
とにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成

計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関
する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する
意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した
監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は
継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算
書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制
の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を
行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、
並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ
ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容に
ついて報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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